
１２月からの実験に向けて、
真空容器内では、高熱負荷機

器の設置が進捗中。
真空容器外では、負イオン

NBI用超大型電源設備を設置
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JT-６０SAの実験に向けて、
増力作業の最終化を精力的に実施
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（国）量子科学技術研究開発機構（QST）
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全９つの真空容器セクター１つに対して、トロイダル磁場コイル２体及び
熱遮蔽体を装着したセクターモジュールを順次設置。

セクタモジュール１機の重量（８５００トン）を支える真空容器重力支持脚も
0.75mmの許容誤差で設置。（ITER機構 3月16日)

詳しくは

フランス･ITERサイトでの建設の進捗
重力や運転時の荷重を支えるサポートの搬入

詳しくは

@ITER organization@ITER organization

500keV
負イオンNBI用電源

https://x.com/iterjapan
https://x.com/NakaQst
https://www.iter.org/node/20687/purpose-designed-insertion-tool-passes-test
https://www.qst.go.jp/site/jt60/progress.html
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